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周波数の切り替え（��Hz⇔��Hz）を行うスイッチです。
エンジンを始動する前に、接続する電気機器に合わせて周波数を切
り替えてください。エンジン運転中に周波数を切り替えることができ
ません。







�.カセットボンベをよく振って残量を確認します。振った際に「サラサラ」と音がしない場合は新しいカセ
ットボンベに交換してください。
�.カセットボンベの専用キャップを取り外し、本機のカセットボンベホルダーキャップを開けます。
�.カセットボンベの先端を下に向けて本機のカセットボンベホルダーに挿入し、カセットボンベの切り込
み凹部と本機のボンベ受けガイド凸部がきちんとはまるようにセットします。
�.カセットボンベを押し込み、カセットボンベの切り込み凹部と発電機のボンベ受けガイド凸部を密着
させ、押したままカセットボンベを時計回りに回します。



・周囲に火の気や可燃物および危険物がありませんか。
・風通しは良いですか、また換気は十分ですか。
・傾斜地で使用していませんか。
・使用場所が小石、土、砂利等で凸凹していたり、やわらかい場所で使用していませんか。やむを得ず使
用する場合は、本機の下に板などを敷いて本機を安定させてください。
・建物および他の設置物から�m以上離れていますか。また、排気口および吸気口は風通しの良い、広い
場所に向けてありますか。
・雨や水などが本機にかかっていませんか。



�.起動後エンジンの回転が安定したら、チョ
ークレバーを[運転]の位置にします。

�.出力表示ランプ（緑色）が点灯していることを
確認します。

�.チョークレバーを[起動]の位置にします。
ただしエンジンが暖まった後の再始動時や
環境温度が高い時は直接[運転]の位置に
します。

�.リコイルスターターグリップを軽く引き出し、重
くなった状態から勢いよく引き、エンジンを起動
させます。リコイルスターターグリップは手を添え
てゆっくりと元に戻してください。
























